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年
頭
の
ご
挨
拶木

島
平
村
議
会
議
長

森
　

正

仁

て
改
め
る
べ
き
点
が
あ
れ
ば
改
め
、
足
り
な
い
点
が
あ
れ
ば
補
う
こ
と
を

目
的
に
、
昨
年
７
月
か
ら
議
会
改
革
の
検
討
に
取
り
組
み
、
そ
の
結
果
を

も
と
に
、
で
き
る
も
の
か
ら
一
つ
ず
つ
実
施
し
、
一
歩
ず
つ
前
進
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
。

　
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
か
ら
間
も
な
く
２
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
待
望
の
高
速
交
通
網
が
整
い
、
更
に
昨
年
の
終
わ
り
に
は
、
県

道
飯
山
野
沢
温
泉
線
の
戸
那
子
バ
イ
パ
ス
や
国
道
４
０
３
号
の
お
ち
あ
い

橋
の
開
通
に
よ
っ
て
村
外
か
ら
村
内
へ
入
る
道
路
状
況
も
格
段
に
向
上
し

て
お
り
ま
す
。

　
村
づ
く
り
の
指
標
と
な
る
第
６
次
総
合
振
興
計
画
が
３
年
目
と
な
り
、

「
こ
れ
か
ら
の
農
村
を
生
き
る
　
み
ん
な
で
楽
し
み
を
つ
く
り
だ
す
村
」

が
着
実
に
前
進
す
る
年
と
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
議
員
も
気
持
ち
を
新
た
に
、
一
丸
と
な
っ
て
、
住
み
よ
い
村
づ

く
り
の
た
め
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
平
成
29
年
が
木
島
平
村
に
と
り
ま
し
て
も
、
村
民
の
皆
様
方

に
と
り
ま
し
て
も
、
ご
健
勝
で
実
り
多
き
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
ど
も
議
員
は
、
一
昨
年
の
４
月
に
選
出
し
て
い
た
だ
い
て
か
ら
間
も

な
く
４
年
任
期
の
中
間
の
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
議
員
一
同
、村
民
の
皆
様
の
付
託
と
信
頼
に
的
確
に
応
え
る
べ
く
、日
々

精
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
議
会
が
持
つ
二
つ
の
使
命
で
あ
り
ま
す「
具
体
的
な
政
策
の
最
終
決
定
」

と
「
行
財
政
運
営
の
批
判
と
監
視
」
を
完
全
に
達
成
で
き
る
よ
う
、
懸
命

の
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
二
つ
の
使
命
の
完
全
な
達
成
の
た
め
に
、
現
状
の
手
法
等
に
お
い
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▼
開
会
日
（
12
月
１
日
）
会
期
の
決
定
、
村
長
か
ら
の
諸
般
の
報
告
及
び
行
政
報
告

の
後
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
８
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

提
案
理
由
の
説
明
、
質
疑
等
を
経
て
、
請
願
、
陳
情
２
件
と
と
も
に
、
所
管
の

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

▼
一
般
質
問
（
12
月
12
日
・
13
日
）
７
人
の
議
員
が
、
村
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。（
各
議
員
の
質
問
項
目
は
23
ペ
ー
ジ
）

▼
常
任
委
員
会
（
12
月
14
日
）
各
常
任
委
員
会
で
、
付
託
さ
れ
た
条
例
、
補
正
予
算
、

請
願
、
陳
情
、
事
業
の
進
捗
状
況
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

▼
全
員
協
議
会
（
12
月
１
日
・
12
月
16
日
）
村
か
ら
の
説
明
・
報
告
及
び
質
疑
（
主

な
項
目
は
22
ペ
ー
ジ
）、
ま
た
議
員
間
で
の
出
席
会
議
等
の
報
告
・
協
議
等
を
行

い
ま
し
た
。

▼
閉
会
日
・
議
決
（
12
月
16
日
）
各
常
任
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
報
告
を
行
い
、

採
択
の
結
果
、
議
案
は
す
べ
て
、
全
会
一
致
で
原
案
通
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

上程10議案を審議
12月１日から16日まで

平
成
28
年
12
月
第
４
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　

次
の
条
例
案
を
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

■
情
報
通
信
施
設
条
例
の
一
部
改
正

　

こ
れ
ま
で
の
条
例
で
は
、
機
器
（
ふ
う

太
ネ
ッ
ト
等
）
の
一
時
停
止
期
間
が
３
年

を
過
ぎ
る
と
脱
退
と
み
な
さ
れ
、
再
開
に

は
、
加
入
負
担
金
10
万
８
千
円
を
再
度
支

払
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
再
加
入
の
負
担
金
を
、

再
開
工
事
費
の
実
費
分
（
上
限
10
万
８
千

円
）と
し
、再
加
入
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

　

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
補
正
予
算

案
を
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算　

(

第
５
号)

　

歳
入
・
歳
出
か
ら
約
１
３
３
０
万
円
を

減
額
し
、
総
額
を
34
億
７
２
１
７
万
８
千

円
と
す
る
補
正
予
算
。

平成28年（12月）第４回定例会平成28年（12月）第４回定例会

《
主
な
補
正
内
容
》

【
歳
出
】

・
青
年
就
農
給
付
金
（
国
の
交
付
金
）
の

申
請
者
が
見
込
み
よ
り
も
少
な
か
っ
た

た
め
、３
人
分
減
。（
△
４
５
０
万
円
）

・
農
の
拠
点
施
設
の
指
定
管
理
費
の
見
直

し
に
よ
る
減
。　

（
△
４
５
０
万
円
）

・
今
年
度
か
ら
対
象
者
を
高
校
生
ま
で
拡

大
し
た
医
療
給
付
費
（
見
込
み
）の
増
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
３
８
万
円
）

・
農
村
交
流
館
の
灯
油
の
地
下
貯
蔵
タ
ン

ク
を
廃
止
し
、
地
上
に
新
た
に
設
置
す

　

る
こ
と
に
よ
る
増
。
（
１
１
６
万
円
）

ほ
か
。

【
歳
入
】

・
国
、
県
か
ら
の
補
助
金
額
の
調
整
。

　

財
政
調
整
基
金
の
繰
入
額
を
減
額
し
て

　

調
整
。　
　

   

（
９
４
６
万
３
千
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
。

■
情
報
通
信
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

・
歳
入
・
歳
出
に
１
５
７
万
円
を
追
加
し
、

　

総
額
を
１
億
９
８
１
万
円
と
す
る
補
正

　

予
算
。
財
源
は
新
規
加
入
者
負
担
金
と

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
。

（
１
０
３
万
円
）

・
本
部
機
器
の
更
新
事
業
に
つ
い
て
、

　

期
間
を
29
年
度
ま
で
、
限
度
額
４
億
円

　

と
す
る
債
務
負
担
行
為
（
＝
複
数
年
度

　

に
渡
る
予
算
）
の
補
正
予
算
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　

歳
入
・
歳
出
に
２
０
５
０
万
９
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
６
億
８
４
５
５
万
５
千

円
と
す
る
補
正
予
算
。
財
源
は
国
か
ら
の

交
付
金
と
一
般
会
計
繰
入
金
を
充
当
。

　

平
成
28
年
12
月
第
４
回
定
例
会
は
、
12

月
１
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
16
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
、
条
例
案
１
件
、
補
正
予
算

案
７
件
、
請
願
・
陳
情
２
件
、
合
計
10
件

の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
全
て
の
議
案
が
全
会
一
致
で
可

決
、
採
択
さ
れ
た
た
め
、
審
議
結
果
表
の

掲
載
は
省
略
し
ま
す
。

条
例
案
件
（
１
件
）

予
算
案
件
（
７
件
）



2422

《
主
な
補
正
内
容
》

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
施
行
に
伴
う
シ
ス

　

テ
ム
改
修
。　
　
　

（
65
万
９
千
円
）

・
年
度
末
ま
で
に
必
要
と
な
る
療
養
費
。

　
■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

歳
入
・
歳
出
に
１
３
６
万
７
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
６
億
２
３
０
９
万
３
千
円

と
す
る
補
正
予
算
。
財
源
は
、
国
か
ら
の

交
付
金
と
一
般
会
計
繰
入
金
を
充
当
。

《
主
な
補
正
内
容
》

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
施
行
に
伴
う
シ
ス

　

テ
ム
改
修
。　
　
　

（
98
万
４
千
円
）

■
観
光
施
設
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
・
歳
出
か
ら
１
１
３
２
万
６
千
円

を
減
額
し
、
総
額
を
１
億
２
６
８
６
万
７

千
円
と
す
る
補
正
予
算
。

《
主
な
補
正
内
容
》

・
パ
ノ
ラ
マ
ラ
ン
ド
の
下
水
道
接
続
に
伴

　

う
合
併
浄
化
槽
の
汚
泥
処
分
手
数
料
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
９
７
万
円
）

・
パ
ノ
ラ
マ
ラ
ン
ド
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改

　

修
及
び
施
設
修
繕
工
事
の
見
直
し
。

　

（
翌
年
度
以
降
に
先
送
り
）　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
△
１
４
３
５
万
５
千
円
）

　

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
・
歳
出
か
ら
２
８
６
万
円
を
減
額

し
、
総
額
を
３
億
８
２
１
３
万
７
千
円
と

す
る
補
正
予
算
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

額
を
減
額
。

《
主
な
補
正
内
容
》

・
飯
山
市
下
水
道
事
業
負
担
金
。

（
△
３
７
２
万
円
）

・
汚
泥
運
搬
並
び
に
処
分
費
。（
85
万
円
）

■
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
・
歳
出
に
75
万
６
千
円
を
追
加
。

財
源
は
建
設
改
良
積
立
金
の
減
額
で
対
応
。

《
主
な
補
正
内
容
》

・
施
設
修
繕
費
。　
　

（
67
万
８
千
円
）

　

次
の
２
件
を
採
択
し
、
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

■
下
高
井
農
林
高
校
に
お
け
る
35
人
以
下

　

学
級
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
を
県
知

　

事
に
提
出
す
る
よ
う
求
め
る
請
願

■
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
へ
の

　

加
入
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

　

る
陳
情

　

12
月
定
例
会
中
に
、
村
と
議
会
、
及
び

議
員
間
で
協
議
等
を
し
た
主
な
項
目
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

  

12
月
１
日
（
木
）

　
村
長
提
出
案
件

請
願
・
陳
情

（
２
件
）

全
員
協
議
会

　

11
月
25
日
、
第
４
回
臨
時
会
に
お
い

て
、
次
の
事
項
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て

全
会
一
致
で
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
平
成
28
年
の
人
事
院
勧
告

に
伴
う
改
正
で
す
。

 

条
例
案
件
（
３
件
）

・
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

　

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
の
給
与

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
改
正

《
主
な
改
正
内
容
》

・
12
月
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
10
％

　

引
き
上
げ
。

・
一
般
職
の
職
員
の
給
料
表
改
正
。

・
扶
養
手
当
額
の
変
更
。（
段
階
的
に
）

　

配
偶
者
手
当
は
、
１
万
３
千
円
か
ら

　

６
５
０
０
円
に
。

　

子
ど
も
手
当
は
、
６
５
０
０
円
か
ら

　

１
万
円
に
。

第
４
回
臨
時
会
の
報
告

　
　

（
平
均
で
０
・
２
％
引
き
上
げ
）

①
実
施
計
画
、
財
政
計
画

　
　

平
成
29
年
度
か
ら
33
年
度
ま
で
の

　

５
年
間
の
計
画
の
説
明
。

②
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金

　
　

平
成
29
年
度
に
申
請
す
る
交
付
金
事

　

業
の
検
討
状
況
。
（
高
社
山
登
山
道
の

　

整
備
や
カ
ヤ
の
平
ロ
ッ
ジ
改
修
等
）

③
第
二
次
北
信
地
域
定
住
自
立
圏
共
生

　

ビ
ジ
ョ
ン（
平
成
29
年
度
か
ら
33
年
度
）

　
　

中
野
市
や
飯
山
市
を
含
め
た
北
信
地

　

域
で
の
定
住
自
立
に
向
け
た
取
り
組
み

　

の
説
明
。

④
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
高
社
寮
の
移
管

　

に
関
す
る
進
捗
状
況

⑤
新
鮮
屋
業
務
の
農
業
振
興
公
社
へ
の

　

移
管
の
報
告

⑥
今
期
の
除
雪
計
画

⑦
庁
舎
建
設
の
検
討
状
況

　
　

平
成
29
年
度
に
基
本
設
計
、
実
施
設

　

計
作
成
。
30
・
31
年
度
に
建
設
予
定
。
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農
業
委
員
会
と

　
　
　
　
議
会
の
懇
談
会

　
「
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
く
場
と
し
て
、

各
種
団
体
等
と
の
懇
談
会
を
実
施
す

る
」
と
い
う
議
会
改
革
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
11
月
25
日
、
農
業

委
員
会
の
皆
さ
ん
と
「
村
の
農
業
を

振
興
・
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
懇
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

農
地
法
の
改
正
や
担
い
手
不
足
、

遊
休
荒
廃
地
の
問
題
な
ど
、
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「『
農
業
を
守
る
』
と
い
う
の
は
悲

観
的
。『
農
業
を
活
か
す
』
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
う

農
業
委
員
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

　

議
会
で
は
、

今
後
も
各
種
団

体
等
と
の
懇
談

会
を
開
催
し
、

住
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
村
の
政

策
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

懇
談
会
を
希

望
さ
れ
る
場
合

は
、
議
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

○
今
後
の
議
会
の
開
会
予
定

　

・
１
月
臨
時
会　

１
月
30
日
（
月
）

　

・
３
月
定
例
会　

２
月
28
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
16
日
（
木
）

○
請
願
・
陳
情
の
受
付
締
切
日

　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
21
日
（
火
）

　

受
付
締
切
日
は
、
議
会
開
会
日
１
週
間

前
と
な
っ
て
い
ま
す
。
提
出
に
際
し
、
開

会
日
等
を
ご
確
認
の
う
え
、
早
め
に
議
会

事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
直
接
、
議
会
事
務
局
に
ご
持
参

の
う
え
、
事
務
局
職
員
に
説
明
を
お
願
い

し
ま
す
。

総務産業常任委員会
○情報通信設備更新のプロポーザルにあたっ
　ては、将来を見据えた検討をされたい。
○実施計画にあるペレット工場整備補助に
　ついて、補助金ありきの事業展開ではなく、
　需要や村内経済への効果等を見極め、慎重
　に対応されたい。

民生文教常任委員会
○各課の事業量や勤務実態を精査し、適正な
　人員配置をされたい。

常任委員会審査意見

お
知
ら
せ

各
議
員
の
一
般
質
問
の
項
目

12
月
12
日
・
13
日
に
、
次
の
７
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

【
第
１
日
目
（
12
月
12
日
）
】

◆
吉
川　

昭　

議
員

　

①
加
工
品
の
施
設
に
つ
い
て

　

②
道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
と

　
　

農
村
木
島
平
㈱
に
つ
い
て

　

③
高
社
山
登
山
道
に
つ
い
て

◆
土
屋　

喜
久
夫　

議
員

　

①
平
成
29
年
度
振
興
策
に
つ
い
て

　

②
県
地
域
振
興
局
（
仮
称
）
と
の

　
　

連
携
は

　

③
村
の
Ｐ
Ｒ
方
策
に
つ
い
て

◆
萩
原　

由
一　

議
員

　

①
広
域
観
光
に
つ
い
て

　

②
河
川
、
農
業
用
水
路
、
生
活
用
水

　
　

路
、
排
水
路
の
定
義
に
つ
い
て

　
◆
樋
口　

勝
豊　

議
員

　

①
馬
曲
温
泉
の
水
車
と
ス
キ
ー
場

　
　

ア
ー
チ
の
修
理
を

　

②
国
民
健
康
保
険
料
へ
の
繰
出
し
に

　
　

つ
い
て

　

③
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て

　

④
移
住
定
住
の
推
進
を

　

⑤
子
育
て
に
重
点
を

　

⑥
子
供
の
医
療
費
窓
口
無
料
化
に

　
　

向
け
て

【
第
２
日
目
（
12
月
13
日
）
】

◆
勝
山　

正　

議
員

　

①
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
新
鮮
屋
」

　
　

の
運
営
に
つ
い
て

　

②
国
道
４
０
３
号
線
に
お
け
る
散
水

　
　

道
路
の
除
雪
作
業
に
つ
い
て

　
◆
勝
山　

卓　

議
員

　

①
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
に

　
　

つ
い
て

　

②
教
育
委
員
会
の
情
報
公
開
に

　
　

つ
い
て

　

③
農
村
交
流
館
の
職
員
の
労
務
管
理

　
　

に
つ
い
て

◆
江
田　

宏
子　

議
員

　

①
教
育
長
の
就
任
に
つ
い
て

　

②
教
育
関
連
事
業
へ
の
新
た
な
取
り

　
　

組
み
の
提
案

　

③
役
場
庁
舎
建
設
の
方
針
に
つ
い
て

　

④
移
住
定
住
推
進
の
取
り
組
み
に

　
　

つ
い
て

　

※
一
般
質
問
の
答
弁
の
主
旨
は
、

　
　
　

議
会
だ
よ
り
２
月
号
に

　
　
　
　
　
　
　

掲
載
い
た
し
ま
す
。
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⑤　国民健康保険や介護保険関係費の抑制、及び介護保険制度改正に伴い想定される状況を見据え、
　健康維持・介護予防推進施策の充実を図られたい。
　　
　　　　回答　医療給付費及び介護給付費等の抑制のため、生活習慣病予防や各種健診の実施等に
　　　　　　引き続き取り組んでいく。
　　　　　　　また、健康セミナーや介護予防事業、健診結果相談会等を通じ、健康の価値や生活
　　　　　　習慣の重要性を伝えながら、村民の主体的な健康づくりを支援していく。

⑥　新規就農、農業後継者対策の奨励金等は、経営計画や就農後の状況などを複数年、把握・検証し、
　自立に向けての必要な指導やサポートをされたい。

　　　　回答　奨励金については、要綱に基づき５年間の就農状況把握に努めている。今後も農業
　　　　　改良普及センター、ＪＡ等と連携を図りながら就農・継続支援を続け、自立に向けて
　　　　　サポートしていく。

⑦　有機センターについては、原材料の搬入量、堆肥利用の状況を鑑みながら、将来を見据えた
　あり方を検討されたい。

　　　　回答　有機の里木島平をＰＲするうえで、安全安心な農作物の栽培のため、有機センター
　　　　　　は必要な施設。堆肥の利用推進と合わせ、効果的な施設運用について検討していく。
　
⑧　住宅リフォーム補助は経済効果があった。今後も継続的な実施を検討されたい。
　　
　　　　回答　前回の補助事業は、国の経済対策交付金を利用して実施したもので、要望も多く、
　　　　　　経済効果もあった。今後の対応については、財源も含めて予算編成の中で検討していく。

⑨　将来的に大きな財政負担が想定される「ライフライン等の維持補修に係る支出」の財源確保の
　ためにも、農村交流館の宿泊施設や郷の家等、村民益や費用対効果等を早期に検証し、廃止も
　視野に入れたあり方や方針を検討されたい。
　
　　　　回答　ライフライン等の適切な維持管理や長寿命化対策には、財源の確保が重要な課題で
　　　　　ある。農村交流館の宿泊施設等各施設について、その利用状況、運営経費等を早期に
　　　　　検証し、あり方の検討を進めていく。

⑩　道の駅ファームス木島平については、農業振興に資する施設となるよう、実態を把握し、指定
　管理者へ必要な指導をされたい。
　
　　　　回答　指定管理者に対しては、これまでも施設の目的等について指導をしてきたところで
　　　　　　あるが、引き続き６次産業への更なる取組み等の指導をしていく。

⑪　地域公共交通については、費用対効果を考え、抜本的な見直しも検討されたい。
　
　　　　回答　現在運行しているデマンドバス及びシャトル便等の運行については、総合的に効率
　　　　　　的な運行が図れるよう、引き続き検討していく。
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審査意見に対  する村の対応（主旨抜粋）

　９月議会定例会で各委員会から出された「審査意見」に対する村の対応の報告です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１２月１日 本会議「諸般の報告」より）
 総務産業常任委員会関係
　○予算可決前にやむを得ず事業に着手する場合は、議会への事前説明を経るなど、財務規則に
　　則り、計画的な事業展開を図られたい。

　　　　回答　各事業の実施にあたっては、実施計画等に基づき計画的に行っている。緊急的な
　　　　　　事案等については、機会をとらえて事前に説明するよう対応する。

 民生文教常任委員会関係
　○避難行動要支援者名簿の作成にあたり、名簿を随時更新し、円滑な避難支援がなされるよう
　　万全を期されたい。

　　　　回答　災害時の避難支援に備えて、避難行動要支援者名簿の更新は定期的に行う。
　　　　　　　また、名簿提供のための同意書を取りまとめ、関係機関への情報提供を随時行う。

 決算審査特別委員会関係
　①　国保税の滞納が特に多いが、村の徴収金全般の徴収率の向上に向けて更に努力されたい。

　　　　回答　村徴収金については、その業務にあたる職員による対策会議で随時情報交換を行い、
　　　　　　　情報を共有しながら連携して徴収にあたっている。
　　　　　　　　特に、国保税の滞納整理にあたっては、１年間の被保険者証の有効期間を３か月
　　　　　　　に短縮し、その都度納付計画の交渉を行うなど、滞納の解消に努めている。
　　　　　　　　なお、徴収金全般において、負担の公平性の観点からも滞納処分をこれまで以上
　　　　　　　に強化していく。

　②　調布市への職員の派遣について、効果の検証と必要性を検討されたい。

　　　　回答　調布市への職員の派遣は、調布市内での村の広報活動や市村間の交流窓口等の役割
　　　　　　　を果たしており、効果は大きいと考えている。今後、新たな事業の展開も含めて
　　　　　　　連携を更に深める計画である。　

　③　村本来の業務に支障が出ないよう、社会福祉協議会及び木島平観光㈱等への職員派遣は
　　見直しをされたい。
　　
　　　　回答　現在の職員体制においても、村本来の業務に支障はないと考えているが、それぞれ
　　　　　　　の組織への職員派遣については、その必要性も考慮しながら適切に対応していく。

　④　可燃ゴミの処理量が増えている。村の分担金軽減に向け、ゴミ減量化の啓発活動を更に
　　進められたい。
　
　　　　回答　可燃ゴミの減量、分別については、村広報、ふう太ネット、出前講座等を通じ啓発
　　　　　　　を行っているが、今後さらに啓発に努めていく。


